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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 45,567 △2.9 3,403 △12.2 3,859 △15.2 1,619 △15.5
21年3月期第1四半期 46,922 ― 3,876 ― 4,552 ― 1,916 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 24.23 ―
21年3月期第1四半期 28.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 191,140 143,194 74.5 2,129.38
21年3月期 194,653 143,322 73.2 2,130.52

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  142,322百万円 21年3月期  142,401百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00
22年3月期 ―
22年3月期 

（予想）
0.00 ― 40.00 40.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

92,900 △1.0 3,900 △36.0 4,600 △37.0 2,000 △27.9 29.77

通期 186,000 △1.4 9,500 △22.8 11,000 △24.1 6,000 △7.1 89.32
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  業績予想に関しましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業績 
  の変化等により異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項につきましては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する 
  定性的情報をご参照ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 67,394,823株 21年3月期  67,394,823株
② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  557,128株 21年3月期  555,885株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 66,838,142株 21年3月期第1四半期 67,184,362株
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当第１四半期（平成21年４月１日～平成21年６月30日）における我が国の経済は、一部に回復の兆しがあるも

のの、依然として下振れリスクを抱え、先行き不安が根強い中、大変厳しい状況のまま推移しました。 

このような厳しい環境の中、中期経営方針「共生と飛躍」の最終年度である当期は、お客様視点に立った積極

的な営業を行い既存事業で平成21年３月期（以下、前期）並みの売上を確保することを目指しております。しか

しながら、企業収益が大きく悪化するもとで、特に事業所向けサービスは厳しい市場環境が続いており低調に推

移しました。 

また、雇用、所得環境の悪化が消費者の節約志向、低価格志向へと繋がり、フードサービスを含む一般ご家庭

向けサービスも最悪期は脱した感があるものの厳しい状況は続いております。 

以上の結果、当第１四半期の業績は、連結売上高455億67百万円（前年同期比2.9％減）、連結営業利益34億３

百万円（前年同期比12.2％減）、連結経常利益38億59百万円（前年同期比15.2％減）、連結四半期純利益16億19

百万円（前年同期比15.5％減）となりました。 

  

［事業の種類別セグメント毎の状況］ 

(１)愛の店関連事業 

当社の基幹事業であるクリーンサービス事業を中心とする訪問販売事業においては、お客様窓口の一本化

（ネットワーク計画）を進めると共に、地域に根ざした小商圏での活動に注力しております。しかしながら、

市場環境は依然として厳しく、家庭市場、事業所市場とも売上は減少しました。 

家庭市場は、新規顧客の獲得は低水準にとどまりましたが、既存のお客様への満足度向上施策の推進等によ

り売上の減少幅は小さくなっております。その中におきましては、アレル物質抑制成分配合モップ、レンジフ

ード等に設置するフィルター商品、ふとん丸洗いサービスは堅調に推移しました。 

事業所市場は、家庭市場と同様に新規顧客の獲得が低水準にとどまり減収となりました。しかしながら、昨

秋以降の不況の影響で増加傾向にあった既存のお客様の解約件数は前年同期並みまで減少しました。そのよう

な状況下で、一部の衛生関連商品売上は増加したものの、その他の商品は前年同期の売上を下回りました。 

ヘルス＆ビューティ事業は、前期から引き続き「デュープリエ」は好調に推移しましたが、その他の商品が

前年同期を下回り、事業全体の売上高は前年同期を下回りました。 

以上の結果、愛の店関連事業の売上高は251億６百万円（前年同期比4.6％減）、営業利益は51億７百万円

（前年同期比1.0％減）となりました。 

(２)フードサービス事業 

ミスタードーナツ事業は、引き続きバラエティ感とお手ごろ感を訴求し、順調に推移しました。５月にはド

ーナツ17種を一斉に新商品に入れ替えて発売し、また前期のブレンドコーヒーに続いてアイスコーヒーの高品

質化も実施、更には株式会社モスフードサービスとのコラボレーション商品第２弾「ドーナツバーガー」「ポ

テド」を発売し、何れもお客様から大変高い支持を得ております。その結果、お客様売上は前年同期を上回

り、原材料売上、ロイヤルティ売上とも増加しました。 

その他のフードサービス事業は、お客様数の減少による既存店の低迷に加え、不採算店舗の閉鎖に伴う店舗

数の減少により、売上高は前年同期を下回りました。 

以上の結果、フードサービス事業の売上高は134億13百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益は11億96百万

円（前年同期比4.3％減）となりました。 

(３)ケアサービス事業 

ケアサービス４事業（サービスマスター、メリーメイド、ターミニックス、トゥルグリーン）は、接客マナ

ーや技術の向上を図ると共に、定期的にご利用いただくお客様作りに徹底して取り組んでおりますが、サービ

スマスターの事業所用メニューのお客様売上が前年同期を下回ったことを主因として、ロイヤルティ売上が減

少する等、売上高は前年同期を下回りました。 

高齢者支援サービスのホームインステッド事業（公的介護保険制度ではないプライベートサービス）は、お

客様売上は順調に増加しロイヤルティ売上は増加しました。しかしながら直営店が減収となり、その結果事業

全体の売上高は減少しました。病院施設のマネジメントサービスの株式会社ダスキンヘルスケアは、前期中の

新規顧客獲得により、前年同期に比べサービス提供施設数が増加し、また提供サービス数も増え、売上高は前

年同期を上回りました。 

その他、平成21年４月１日に株式会社ダスキンゼロケアで展開しておりました介護保険法による介護サービ

ス事業を株式会社ニチイ学館へ事業譲渡した影響もあり、ケアサービス事業の売上高は46億36百万円（前年同

期比11.3％減）、営業損失は３億76百万円（前年同期の営業損失は93百万円）となりました。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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(４)その他事業 

レントオール事業は、介護関連用品のレンタルを行うヘルスレント店が順調に推移したことによりお客様売

上は増加し、ロイヤルティ売上は増加しました。しかしながら直営店は、不採算店の統廃合による店舗数の減

少で売上が減少し、事業全体の売上高は前年同期を下回りました。また、ユニフォームサービス事業、ドリン

クサービス事業、リース事業のダスキン共益株式会社は、前年同期の売上を下回りました。 

また、前期に引き続き新規事業の発掘・開拓にも注力し、当第１四半期においては、新たに靴のクリーニン

グ・リペア事業「シーズン」の第１号店を５月にオープンしました。 

以上の結果、その他事業の売上高は24億10百万円（前年同期比6.2％減）、営業損失は36百万円（前年同期の

営業利益は35百万円）となりました。 

  

なお、上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

当第１四半期末における総資産は、1,911億40百万円となりました。前連結会計年度末（以下「前期末」とい

う）と比較して35億12百万円減少しております。その要因は、商品及び製品が10億23百万円増加したことに対し

て、永久劣後債償還等により投資有価証券が17億90百万円減少したことや、現金及び預金が10億79百万円、繰延

税金資産が９億93百万円、受取手形及び売掛金が５億66百万円減少したこと等であります。 

 負債合計は479億45百万円となり、前期末と比較して33億85百万円減少しております。その要因は、未払金が25

億31百万円、賞与引当金が10億36百万円減少したこと等であります。 

  純資産合計は1,431億94百万円となり、前期末と比較して１億27百万円減少しております。その要因は、投資有

価証券の時価の回復によりその他有価証券評価差額金が９億26百万円増加したことに対し、四半期純利益16億19

百万円と剰余金の配当26億73百万円との差引等により利益剰余金10億54百万円の減少したこと等によるものであ

ります。 

  

平成22年３月期（平成21年４月１日～平成22年３月31日）の業績予想に関しましては、平成21年５月15日に公

表致しました従来の予想を変更しておりません。   

  

該当事項ありません。 

           

簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタ

ックス・プランニングを利用する方法により算定しております。 

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①税金費用の計算 

 連結子会社の税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

該当事項ありません。  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

（単位：百万円）

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

   

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

該当事項はありません。 

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
愛の店関連
事業 

フードサー
ビス事業 

ケアサービ
ス事業 

その他事業 計 
消去又は 
全社 

連結 

売上高                                          

(1）外部顧客に対する売上高  26,322  12,801  5,228  2,569  46,922  ―  46,922

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 4  0  15  750  771  (771)  ―

 計  26,327  12,801  5,244  3,320  47,693  (771)  46,922

営業利益又は営業損失

（△） 
 5,160  1,250  △93  35  6,353  (2,476)  3,876

  
愛の店関連
事業 

フードサー
ビス事業 

ケアサービ
ス事業 

その他事業 計 
消去又は 
全社 

連結 

売上高                                          

(1）外部顧客に対する売上高  25,106  13,413  4,636  2,410  45,567  ―  45,567

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 0  0  16  690  706  (706)  ―

 計  25,107  13,413  4,652  3,100  46,274  (706)  45,567

営業利益又は営業損失

（△） 
 5,107  1,196  △376  △36  5,889  (2,486)  3,403

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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